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革命前メキシコの木綿工業にbける移民企業者の役割

一一一オリサパ地方のケース・スタディ
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直結論

I 序 J章

1. メキシコの経済発震における移民企業者の

役割

1821年の独立以後，とくに， 19世紀末から今世

紀初頭までのヂィアス（Diaz）独裁政権時代(187G～

1911年）のメキンコでは，外国資本の導入と第I次産

品の輸出という二つの対外的要因が，経済発展の

主導力となった。輸出部門の「挿入経済J(enclave 

economy）と，それに関連した鉄道，電気， t言伝，

i事話，ガスなどのインフラストラクチャ一円形成

は，磯かに，全体としては， メキシコの植民地的

経済構造を強化したが，自主的な経済政策，地理

的，社会的条件による市場規模と質，資源などの

諸要因に恵まれた少数の部門では，初期的工業化

の基盤となった。メキシコ革命は， このような経

済変動の帰結である。

このよりな経済機会のH¥現を活用した初期（ハ企
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業者た九の大多数は，移民であった。ストラ｝ λ

マンは，メキシコのみならず， ラテン・アメリカ

全体について，「第 1次世界大戦前には，一般に，

移民が近代的製造工業設立の先駆者となった」と

述ベラ Jキシコにおける成功した移民企業の典型

として，フランス系のオリサパ工業株式会社（Com・

paiiia Inclustrial de Orizal,a, S. A., CIDOSA）をあ

げている〈注1）。

ノ、ヲンデンパーグは， 1910年，すなわち，革命

直前のメキシコにおける主要な製造工業企業をあ

' FてL、るが，企業者の氏名，起源、の明らかな 6企

業ないL企業君事のう九， 4企業まで，移民なb、し

外国人が関係していることは，法日に値する（it2 ¥ 

また，ヴァーノンによれば， 1914年のメキシコ

の主要工場27のうち、 18は完全に外国人企業者の

みに所宵され，少なくとも， 25にはなんらかの形

で外国人が関係していた他3）。

現在においても， メキシコを含め，ラテン・ア

J 1）：りでは， f土着（native）企業は，かなりしばし

ば，移民やその子孫によって，経蛍されているJ

川 4)のである。メキシコの実業指導者に関する一

研究iこ上れば， 109人の大経営者のりち， 26人が父

方の祖父に外国人をもち，特に傑出した32人の経

営者のうち 14名は，父方の祖父に外国人をもって

いた岨5）。

以上に述べたような、 メキシコの初期的工業化

。）段階における勝氏企業者の成功の原因の分析
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I J:，メ干ンコ t乙おけど、企業者精神の＇ I：成の問日見解

明に有益であろう。ここで，三つの仮説的想定を

たてるへ

( 1) 移民が，移住前にもっていた文化的諸要因

（価値付、系，行動様式，！HJ:の重IJ険， H校、 j注業活動に

関する経験，知識）が， 移住後のかれの企業活動を

位する＇・＇

(2) 移民は、移住という行為によって， ljiに，

異なつえ7士会Uはいるぷけでなく，しばしば，全

く新しし未経験の企業活動を行なうととを余儀な

くされる。そして，そこでの第 l次的な，経験，

知識，資本なとの蓄棋が，そω後のルイlの第三次

的な企業活動の基礎となる。

(3) 問主によって， 修民は，異なず》た社会仁、

新しい文化的状況（社会的格付け，社会的逸脱， JI除、，

動機） ω中にむかれ，l占｜有の文化的諸要［士lの再私ii成

を経験するυ こうして，企業者にとって有利な仙i

出体系， if動陣式なとが生まれるυ

いうまでもたく， とれらの要因は排他的な tの

Cはなく，現実には相立に補強しあ主ーとか多し、

ごあろう。

(1）は常識的には？肯定できるが，本闘では，工

業において顕'Itな企業者精神を発揮している J.う

に思えないイタリア人やアラブ系の企業者が， ラ

斤ン.f メリノり山各国でほ成功している事楽企考

慮すると，移住餅jの企業活動の経験は必ずしも不

吋欠な要因とは思えff,.＼＇. しかし，移住；者間Hの

文化的諸要因のうち，教育程度や，動機などのU、

くつかの要因が，選択的tこ， 1:Y刊に作用すること

はありえよう。

(2）に関しては，オーメリーの見解が参主主になる u

かれによれば，移民は，新社会においてlUJ主や官吏

になるよりは，商業に従事することがより容易で

山久本固との問係も利用できることを見L、f ~- 

はずであれ貿易商から行商人iこ王る各種の活動

は，資本のみならず，市場に関する情報と広い視

貯を ＇j－え， 上業における新しい企業活動の機会に

敏感にさせるという利点をもち， かれの企業活動

をしばしば成功iこ導くのである｛注6)' ただし，移

住後の職業選択におし、て， すでに文化的諸重要閣の

影響がないとはいえないであろう。さらに， lをj'

工業における移民企業者が，植民地的経済構造を

もっ低開発問においては， 貿易，投資などの面に

おいて，本国との関係を利用できるという仮説も

亘要である。

(3）トニ関して，ブラジノレの著名な社会学者アしイ

レは，「移民の子供たちは， r過渡的なタイプ』

(Lran~ilional tyre）の道徳的に劣る入！日｝で， 商業，

失業や政治において成功するためにはなんでもす

る」と品明してU、る川7）。ロッテンバーグは，ジ

ャソイカにおけるシりア人，レバノン人， 中国人

山企業骨としての成功につレて， I J,'i］辺的人間j

(marginal man）の概念を適用して，分析してし、る

I il8) 
り

筆者は，以iての想定を怠民におし、て，メキシコ

の近代的木綿工業確立期における，ベラクノレス

( Verner山）州オリサノ、（Orizaba）地方の企業者史

（／）陪史実証的研究を発表し，移民企業者の研究を

過して，メキン’コにおける企業者精神の生成研究

の一助としたい。

このテーマ選択の辺自として， J;）、j-'があげられ

る。

(l) iリ世紀のメキシコには，移民が少なし経

済発展に対するかれらの貢献を，企業者精神との

関係で分析することキ＆上り容坊である。南γ メリ

カ南Ji＼）では，紗民の百款は， ｜生産的人口jの急

激な拡大という性格をも含んでいる。

(2) Jキシゴの木綿工業t上、植民地時代には，
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ラテン・アメリカで最も進んだ手工業の依統をも

ち，独立後，近代的木綿工業が工業化の初期に重

要な役割を果たした。 ζのため，一般的な資料は，

多い。

13) オリサパ地方は‘孜節で述べるような各夜

の根拠から， 19世紀末のメキシコのみ；綿工業を典

型的に代表していた。たとえばうフランス移民商

人が，首都からはいりこみ，この地方の土着的企

講者を代替したo

(4) ストヲースマシヤブランチンパ｝グボ認め

ているように，この蛇方の CIDOSAは，木綿工

業という枠を離れて， メキシコ全体から見ても，

当時の主要企業の一つに数えられる。

(5) このテーマに関し，まだ＼ まとまった研究

が全く存在しない（注9）。

2. メキシコ木綿工業の発展

植民地時代（1519～1821年）

スベイン人による柾服以前に， メキシコの原住

民は，木綿の栽培・利用を知っていた。征服直後，

スペインから木綿手工呆が導入され， しだし、に，

植民地内で最も主要た産業となった。木綿業の守

ll,、I也は，フ。エプラ（Puebla）、トラスカラ（Tlaxcala),

グァダラハラ（Guadalajara），ケレタロ（Queretaro）、

サン・ミグノレ（SanMiguel），テスココ（Texcoco）な

どであった他10〕。

生産の形態には，オブラへ（obraje：工房）におけ

るマニュファクチャーと家内手工業があった。自lJ

者lま，封建的なエンコミエンダ（cncomi宮町Ia）制1J':I

に発生L' 強制無償労働力に依存していた，メ， 16

世紀中葉ごろから，レパノレティモエント（reparti・

miento）制適用の対象となり，官吏により肥分され

る強蜘有償労働力に依存するようになり， 1632年

以後は‘ベオナ，， （ド問na抑制により，むもに、

債務労働者（起民

4口

と罪人の労働力に依存しながらも，少数の自由労

働者を使い， ギノレドの制約からもある程度解放さ

れるなど，資本主義的企業としての性格を強めて

いた。グリーンリーフによれば，「オブラへは， 18

世紀には， 本質的に中 tll:的tr経済環境にあって，

台頭する資本主義を依然として代表していたj

(rtll)のである。

家内手工業については，ポタッシュのプヱブヲ

の製糸業の研究がある。初期には，糸繰りは，町

の外の原住民によって行なわれていたが， しだい

に，町の賓民の糸繰女（hila口dera）によって行なわ

れるようにtcJ、たっ彼女た%は，少額の資本を蓄

積Lた織物職人ベヘさらに後期には， 1走者を従属

させた商業資本家に腫われていた（注12）。とうし

て，メキシコの植民地時代末期には， オブラへの

内外で，資本主義的企議活動の蔚芽が見られたの

であったの

独立から共和国再建期まで（1821～1875年）

1821年の独立後も，植民地時代末期の木綿業は

存続したが， 独立は，スペインの重商主義的産業

統制の消滅と先進国の技術導入の可能性のrll現を

もたらす－Jj，先進国の工業製品との競争の激化

を意味した。木綿業において支配的だったスベ f

ン資本は， 1827年のスペイン人の全面追放の措置

とともに，国外に流出し， 1836年の両国の国交回

復まで，公然と逆流することはなかった。ギルド

は、 1814年に廃JI：されたので，オブラへの企業者

は，相五扶助の手段を失ってし、た。こうして，

1830年代にはいると，メキシコの伝統的木綿業は，

衰退の危機に直面した。 1828年には，プェブラだ

けで， 約3万の手工業者と労働者を所有していた

がli!131, 1831年の全国の木綿手工業者の総数は

5000人にすぎなかった(1114）。
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1,896,042 
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1,952,612 
2,768,'.H4 
2,766,97:{ 

9,264, 814(d) 

18,500,000(d) 

11, 723,628(i) 
23,657,533 
28,242,766 

29,753,414 
35,458,578 
33,877,215 
28,779,999 
36,907,081 

42,510,911 
51,214,426 
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51,689,954 
54,933,912 

43,370,012 
50,651,358 
51,348,09[ 
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泊二I年iこ， l件く L ，外国的製品の輸入誌止の布~i

；＇）；出三れたか，政I舟の弱H,:と，歳入源とし CのliJ

悦のJc要性の／こめ，実効いなかった。 uno{1斗こ予言

J止したフスタ←Jン＂＇＂ [Bust川nantc）政権山内十iiア y

J ン：i心＂ s.¥lam n) i：：，問視と興業室長行，Ban山

山も’o) ：こよ pて、 十王浦工業を中心とする ，；r,g霊長

、1.1'fi1＆を沈みた。 タト 1_;,f綿~（~tit，！こ；土ら 7かノノ従｛1111税 ！； > 

；）ヰ［せ「，｛L. そ，:I)収人。） ：＇，分，；） 1 vi，機械輸人， H:

術導入のため唱 上〈｜吊（つ企業者Iこ融資されることに

ぺった（／JJ5）。三 （／J措置；ま， 184ゴ年主て。 Lカ、キ／，＇；カ h) 
ι 
； ： 

兄1つ i

た U 、にお L 、て P能持~－h‘ L ／ごU、iこ引き E トJずれれ／こ

三とと相まって， メ半シコの）庄内的木綿こC''i".：のl,t

雌形成を助けた。

プェブラのアントウ二ヤーノ（blt八，，i11de ,¥ntuf,"-

no）は，興業銀行から 3万ベソの融資を件て、 183:-,

年，ヅエブラに、 メキシコ最初の近代的木料工叫

La Cons tanじiai¥lむxicanaを開設 L, 'W年には，

政界から引退したアラ γ ンがl'Jら， オリサパに，

ι；りじりle叫 mn：工場を開設した。こうして，近代的

木綿工業は，各地で，伝統的手工業を利用かっ侵

蝕しながら，徐々に発達した（筋1公〕υ その発達

合妨げた要因は， 密輸外国製品との競争，原料供

給の不足と変動などでゐった(il.16）。

デ「ア

メc＼一シコの；十＝綿ι業it’ 工場数から判断ずる冷‘

さ、り， 18KO年代方々ら飛躍的発肢をと if, 1900年μ

；土ヒーク；こ述し fι （日lJc) 。こオli土， デ fアヘ

（［初l1riolliaz lの独裁政権下わ政粕的安定，労働

J直動cl）拘I}土と工業イ卸こ有利な経済政策と情勢・技

Herの変化などによるも Jjでr仏て＇f;こ。

18川年には‘同内の！刊際閣税（alcctl岨la）が出止さ

機（ l /i印刷マイル〕に速するほどの急速な鉄道建

設が行なわれた(IL17)α こうして，原料供給と市場

拡大が容易になった。

189：；年の法律は，新企業に，設立後の 6年聞に

かぎり，述J~法入所得税，機械，資材の輸入関税

免除。｝特権を与えた0 18!)8年には，く二の法律の対

象となる企業規械の下jl]tぷ出万ぺソから10万ベソ

に引き下げらitよこ。〈二の法律は 1913年まで存続し

た（；tl8l。

外国綿製i,bvこ対するFil視は， 1892, 189:l, 1896, 

19凶 ij二と，急速に引き下げられ，最終的』こは，

1；ゎ%にも注した。さら』こ，中級以下の綿製品の輸

入ば禁止された、ぬ19• i民i税の輸入代替促進の効果

は。 1出2年ごんから1905年の金本位制の採用主で

続いたぺソ貨の交換キi（／）緩慢な悪化により、 主ら

に強め「｝れた。ベソ貨の裏付けとなっていた銀の

似11格が低下したのであるが，銀は同時にメキシコ

の耳主要輸出品目でもあ円たから， 国際収支のHilか

らも輸入抑制を必要ならしめたのである川20）。

メキシコ国内の綿製品消費も嶋加した。 189，＼年

から1907年にかけて，それは，国民 1人当たり，

年ヰi1.9%で増加し， 1910/11年ごろまで，減少

の気配はなかった（山1〕。

木綿工業における電力の導入は，地理的制約の

iJiH民に役だち， エネノレギーのコストを引き下げ，

操業時間を延長した。 1880年に存在していた木綿

工湯99のうち，水車と蒸気を併用するもの 54，蒸

気のみ使用するもの 9，水車のみ使用するもの36

で，まだ電気拡導入されてU、なかった〈注22）。電力

の使用が普及したのは， 1890年代である。

19世紀の最後の20年間における， メキシコ木綿

工業の顕著な発展を反映して， 綿製品の輸入は減

少 Lた＇ IR附／的年から1910/11年までの期間に，

わた一一方では， 1910午tこl主， J87(i年n30f，｝のよIL 輸入綿布の泣l上，給付4＇｝：，減，1,、し， f話協でf.t,800万
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Jミヅカミら， l:l（）万ベソに減少した【il'23＇，，総入綿製

品の総輸入価格にたJする比率はう 187＇.！年山田%

(1884年ごろま？大廷なし）から， 18附／リ（｝年0)22%

に低下し（注24）‘ 1892～97年には， 17%、1910年に

ほ， 10%にまで低下した唯25）わただしこの段階

では‘輸出は『本格的に行なわれえなかった。

19世紀末には‘メキシコの木綿工業の地減分イH

にも変化がみられた。 19世紀前半には，木綿工業

の中，心I也は，（1）プエブラチトI, (2）メキシコ州，（3）ベ

ラクルス州であ q た（第日表）ο1位のプエプラ州

の木綿製品生産の全国生産に対してしめる比率

は， 1843年の50%から， 1845年の40%へと，急激

に低下したが，技術的水準におし、ては， i制、Hの木

綿工業は19世紀前半を通じて，最も先進的であ，J

た（注26¥

3事2表 £キシコ木綿工業仁川地域分布fl84：＼～4f，｛ド）

iよ場数｜錘 数融機数
十H 名 i ' I ' I ' I i 18t3/ l1845 I I I 

'Wall 偽）＇1843（川 1844(a))18450,) jl843(a) 

Coahuila I '.! i '.! J I J ,'l6(i' 1州｜
Durango 5 1 5句 5,5“o;5,560, 5‘δ20! 140 
Cu戸najualo l i 2 5制 l ，噸i¥ 1 ::,,') 
‘lalis討co 4 ; 4 日，90,11:1’050: 11, 588! 22( ｝ 

M白 iιり l J7 I 9 : :2:J，附426,011; 21 :s6sl 1, 1s1 

Micboacan l i l , I 1,530 1 ,6681 
ドuebta 21 I 20, :11,:iiJO' 3sJ194' 42'.x12' s:10 
yueretaro 2 [ 3 5,400 4,560 4,800 112 
:-ionora l I l , 2,19K 2,198 2、198 54 
¥.eracruz '.l 8 / 22,85li; 18,535 19,807: :361i 

,,I・ l出｜凸sl川叫1山位11山 刈 2,60

〔注） 操業．守IU）もμ〉のJ非。
( Ill所） l≪) l'¥.1 i』』u"IA. Quintana, Estn•dn de .111・
t,u1a110: J1mcfodor de la imlustria textil en 

l'ucbla (2、7りIs., Mexico, D. F., 1%7), Vol. JI, 

p, 116. 

(Ii) La imlu.、tri叫 naciona[y el仁川，tercioIi,ιle-
I IOI', apcnd1,・c, Num 4. 
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1876年，すなわち，ディアス期の初年には， JJJ{

綿計i貨誌による議要な木綿工業の中心地f;t, (1) / 

ヤシコチトI,（己Jプエブフリ十I,(3）ケレY口州，（4）ハリ

λコIH, 15）・・、ラケノレ王州であった。ベヲクノレス州

;;J:, フランス東淀略の被与から回仮しごっていな

川町之と考えらjLる。

しいし、 ElOO'.Ffこなると，－.：：.の順位；I，ペ匂fこi

（）、、変〆？】 I)、（1）ベうク fレス川，（21メヰシ二11+i,(3)・f 

工フラ引1：こt.:•) fこ この年以降しいらくの1/¥J, 1 

Ot1当fニヲ c!J原＊！＼＇，；肖背量 iL、 ヘラクルサーH←C最大

？あ v ,tご （斉ノ；京

'if }ll世配末ぴ）メ c',c-シコ木綿業には，あ＞吋」》）のノ4

｛じカて企業者しrノ1蒋！

tて、J土， メヘシ rAどおそらく 1!Ri！；古lJノドム Jキ

:.I tこ定着し， 183作年没再移住したくべ fンノ人が，

木綿i：業3企業者として，支配的であ｝た， 18,1:l 

午l~ （i ，三オ L c"y [I山［者／）， らhるゾ fレープが， 木綿一I.

~t(7) ~三資本の日5うCを所有 l-' fギ IJス，フランーし

アメリカ哩 1：＇イ、、ノなどの外軍人ないし修民ぷ， ft;; 

りを所有していたいl'.27＼そして守 I1867年：l:で仁，

代表的な製造工業で岩〉る木綿工業は，二f工喉的i日

淵から，半資本主義的（semi-capitalist）段階に発展

し，そこでは，少数の宮裕な家族が封建的なアシ

エンダ（hacienda）〔農閑）であるかのkうに， 了ー

場を経営していた」 (1}28）。 これらの企業者の起慨

は，商人，高利貸商などであった（仕掛。

19世紀の最後の20年間の木綿工業の飛躍的発展

は，首都で織維製品の卸・小売業に従事していた

フランス移民商人の企業活動と平行していた。

1900平には，フランス糸企長者の所有する工場は，

Jキ与コ｜ヰ内ゅ繊維製品販売総量の 33.25%を 生
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の結架；，今日に至るまで，メキシコの木綿業にお

いては，生産から，販売に至る垂直統合的独占が

形成されてきた。ヂィアス期の木綿工業の発践を

支えたフランス系企業者の活動を，最も典型的に

代表十るのが，以下に紹介するオリサパ地方の木

細工業，とくに CIDOSAである。
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）でに述べたI、.－.，に， u-no寺；こ嘆業主JH1二を設 ir
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とフランスの資本導入に工って，鉱山開発に努め
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た。ヅスタマンチ政権の内相として， 1830年興業

銀行を設立したが，このころから，製造工業の重

要性を龍、識していた。 1834年に政界から表面的に

,JI返したが，その後も‘政治力を利用しつつ，才

リサパの木綿工場のほかに，セラヤ（Celaya）にも，

jjl仰木綿工場を所有し，さらに，鉱山の経営に手

t..: n1すf(I:'＇，盛んに実業活動を？？なった世間。

fラマンは， ココロアパン工場の事業を始める

にあた〉て， ベラクルス州知事や同州/I＇，身の独裁

者サンタ・アナ（AntonioLoi〕ez化 SantaAnna）の

支持を確保していた。 70エブうの司教からは、 II 

曜以外の宗教然刊には，労働を行ないうるという

いrriJをとりつけ亡し、た川:l8¥

ココロアパン工場の発足直後の破産は， クエ・

カノパスによjtiJ, Ii己資金の不足と，その結果，

高利の融資をZ受け入れざるをえなくたったためで

あるとされる （；L!;!J。同ー仁場の危機が， 1842年，す

なわち興業銀狩消滅の11，におきたことから， これ

は？？宵される。バサンは高賃金と低生産性のほか

に，主要市場である首都への遠距離をあげ，さら

に， アラマン自身の企業者としての能力の欠加を

示唆してI,、る。 「アラ 1 ン iま，~践家というより

も理論家であり， かれ自身の事業に適切な注意を

11、わなか，〉たjそして， lココロアパン工場は有利

tc企業ではなかった_I 01'40¥ 

τスカンドンヲ支の企業者活動

ゴゴロアパン工場の新しし、所有者となったエス

}jンドシ地弟lt，地元の高利貸商人で，アラマンの

弟子に近し、存在であった（注41)。同兄弟は，ココロア

パン工場の実際の経営を， マンチェスターか「》き

たスコヴトランド人技師グランディソン（Thomas

《；randiss'ln）に kかせ(i,4日），オリサパ地方への鉄道

誘致と建設などの政商的な事業に大部分のエネル



1968040049.TIF

ザーを式’した上弓に思われる C 187:1 :.r tでのプ寸 I_ ／丸、に、’j専業不振に陥り， J ＇＂サニ、 lお99{fにlt. 

1：「，；ン仁場に問するデーケは‘ 4でに述dζfニ工 ぐmosAに買収されたJ CIDOおA の傘下で、ゴ

うに見し、だされていないので、 同年以後［n]T.lみう， ゴロ 7パン工場は‘ i弓規開。〉牛：産紘設に上って‘

yヲンス系の cmosへにn:11,z .'; 11 ;;:, 1 W）り(jt：て 111］丁場にと J 》て i雨期i'r'.Jな生産をあげた 1~~H N)" 

び ）＇＇i＇ ーケを険 ~.J した L 、 この11-'t-点主でに、 t スカンドン兄弟は喝｝「1'1111

ヱスカンドン兄弟の政商的活動にじ〉てす：現し 派Ji Lil,eral）であれ、 J'M'c'J'v1U (Conservadoじであ

たメキじコ鉄道，nIWJ iffi ( 1 s7:i{r) I t、コーr＼！ アパン ;j v‘権力？を工交野町， f断与した政権の命涯の所有一目宅

一仁1専を再Z主させたd•'l::li fかりでたく‘｛ti!,（／）木；f;',T守 支配f(I ド41：とまで呼ばれる「メキシコ ii:Ji)＇］で，

j坊の仏、JI，と企般的な工業化を 4》た FパJ たr ゴゴ ＼1 ］；~も富裕な銀行家‘ I也 J.:: I , ll4引にな J Eていたハニ

アパンT.H,¥,TJ牛産i士、 187:¥～7S1fの l千ト、［乙V:1・；－ ン の守：実とコゴ ¥1 アノり Tl易の実績を結び， ）けて J’J

1,7 ,1万印刷月、l、‘ iii販用の製糸足4l7jS11fザキ l1’rヲ えれば、勺｜！寺山諸条件グ） t》とで， t ス力ンドン比

ムへと fl.. ~··士 l_ 1,、U／－を Jょしたのしかし‘その後． 0[lft，木綿丁ム主においては， 余、£打としての能力

'.;i; 4表 ご仁川4 アノ；／木M',t:JtW>11,ifrlJl,,.:'.tと＇l'.1守＇J!:泌

(187:l～l (j()i,＼「ー）

付機メ ｜勾｛動｜マンタ diH反JB!fi:!
午長 Iif放［打数I｛（数糸ri',:(kg I 

1:-lTl I I 1 ! I 
1:im11 l町lJ:-l8 ,1fi,%H' 191.61：ι1 

1:-lTil:t,I I 
iパ7!ill,I 4(XI; 7,000 • 7:"i .000 11日，，1m
1「1771":1:mo 1.人（）内II
1K7Hld I 1 : :i'l ,000 

JしUY
(, Lゾ）

lK:-¥41,・, l'l,:!00 li7 ,'.!00 
l片CX):bI I 4:iO 80,000 
l州：，rt:'.!:l4什，17ti:n82Xf>4，；洲口×；lH,:ltc:'..:Xl持り，(X)()

l＼川下11 117 :,KO :¥00,01)(1 以）0,000

（「1, ノ七珪！血ぷは，十足予号中のιののみを：吉句1
• ZつP ，くン仁主！hi士‘ lK<J叫i下仁if)（）おAiご't｛止立主jtiニι

<,'r＇，所j ｛「＼） ド了川1ci刈 oR. Calderf>nτ J,a R，’／＞1iNi,・" 

1 ,・staurada [,a l'l(!a ffonri111i, 11 (l、け行iけ Ville-

日as.ed.、Ifi.,toria 111od1'1ソw de :Hifi1 F人九f心xiぐり、

D. F and Hu円 lO只 Airヒ、、 iり:iii),p.り1. ,;;・ fJ'JI 

I¥,) .¥nt<川 i，》（はIcia ( u ha,, uj’（it.、ドコfi

re) Ni刊！auィl'Olwer略 el a！. 、 ］~／ l'nr(i11,1!0 I.a 

ιida <'r川 1ri,1111'c1(Co討io Villega,, ed‘ l !tstoua 

Ill仙 ！，’r11ad，・ 九fr.ri，，人 M心xic朴、 ll. I' ;inrl l¥11c110, 

Ai re,, l %., ,. ＼＇作 I.I. JI. ,1:¥1 

rd, r,1a11ucl B. Tre1ト， ！！i、toria ι；，， l'刊＇<I/'/!IC 

di vnl、守九ιxic円、 ll T：ιind Jal,q川守［叫11 l'i弓｛｝＼

V<J¥. l、p.1% 

（ピ； (,arcia Cuba,, ('zuu/J日手；eognifir叫ドブバ

If: :1mwrio estacli～tico (18り:i). “ぐuwlro、ini，ドー
tieo de la fabriιa ,le-hilaclo可 ylejido討 deι，lgn-
il,111・ ”＇U＇辛に関ナるがし＂ i；士、平均ゲ） ！， わてふ

ろた1h, 2イ7干し；ご，

（日） .¥1exiじり唱 Orizal旧， Archi¥'o Ceneral ¥furnc1 

pal, lJi1 r•i'fo110-J.'J()8、 ＂；＇；c口、i ‘·， n ,le-氏、1;i,!i吋iica，＇’ 

ゴリ：junio IK ck i舟（｝片L！？九

を十分発揮したか ＇） f：、 とし、うべきであ 7,.-, n /( 

J_;' 同てi(1t, ココ r,Yパン T）悲のうど｝;[]ff, ,j,.:j¥lllを

dキシつ，！ii二干名し亡L‘るの

)'5,：；：‘ てー主力ンドン兄弟の政府的活動や， 木綿

iて‘主以外の分野におけら企業苦活動にぺL、ては，

比較的に資午、トに；むれているので， 肺評議し上ろ＂ [,,] 

児'flit. アント二オ（！＼ntoni川、マ宍工／レ（Manuじり、

ヲノ γ 「ル (lむtfael）の：1人かムh，》てし、たf
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スナH議会に、 ベヲヴルス港とメキιゴイJを結ぶ鉄

道建，＆を松案したが．その鉄道がオリサパを通

り、競；：，－t'r1な路線i：にある州都ハラパ Oalapa）を

JI抗C,h¥ 、f二山、 f金計／！ '1 .ff (1)議員の反対にあい、議

ゴミび） 7永1泌をj守るこどができt，，小っfニυ!18）勺かれの

チlj機；t、 τ スカンドン家が、 才リ｝トパ地方に，大

47 



1968040050.TIF

農場サンタ・アナ（SantaAna）を所有していた

〔注49）事実だけから説明できず，同家が，すでに，

ココロアパン工場に‘その発足時から，なんらか

のやj古悶係を有していた／こ lわと推 i!llJ ，~れる。いず

;Jtにしても，のちに，アL ト二オ1八克成に導い

たメキ／コ鉄道は， オ I＇十／－ / zを通り／仁がら，当時

J) j干シコの第3の大吉［ifliでふ I), 寸リ升パとな

らんで重要な繊維工業の中心地プエヅラHTを迂同

しているのであり，同家は， メキシコ市以西の鉄

道建設には‘全く興味を示さなかったのである

,I引い

l而 7年になって，長はのアント二イ－iま問題の鉄

道f邸主の権利を政府からI式認さh，内職の非難を

そit!.i:がら，多額の補]l/J(t '= 長期fH：干1］の融資を受

けることに成功した。しかし，この計両の実現は，

内戦のために妨げられ， 1861年になつてオリサパ

一ぺラクルス鉄道会社（C《1mpafiia《leiドerr＜ι》carrilrl 

Oriχιt卜しera Veracruz）が写E巴した＇ j,i］社の発起人iこ

l上司アントニオとマヌエ，t,(I)；王か‘ 1 コロアパン

r)：場（/J仁場長グランディ、ノン‘ す 1) l/・ パ出身の州

知事 1／ヤベ（Ignaciode la I 1川ど＇＇ t¥,:J泉のベラクル

ス，コノレドパ（C6rrlol叫，オリサパの町会（ayunta-

miento）が名をつらねていたUIGl¥

1863年に，フランス軍が，ベラク／レスカhら侵入

し，戦火のために，政府の保護を期待できなくな

己と、 1864年に，アン！、二寸；士、＂シ ／iンに渡り，

J子シコ帝国鉄道会社 fImperial ：＼］山口m Railway, 

(om1川 11i a Imperial de Ferrr,ca TTi: ，を組織し，自己

の建訟権を同社に譲渡した形式をとりながら， 有

力株主として同社の役員に就任した。 フランス策

は，作戦の必要からベラクルス港と首都を結ぶ鉄

道の完成に積極的な援助を与えた。

18fi75fにマキシミリアン·•＼faximili川1）が降板，

処刑され，戦争が終わると，アント C ・cj-：ま同社をメ

48 

キシコ鉄道会社（FerrocarrilMexicano）と改名し，

メキシコ側盤役の 1人として留任した。エスカン

ドン兄弟が， フランス軍の侵入に際して協力した

二と，鉄道建設に外資導入をすることを禁ずる法

？？に違反したことは反逆行為とみなされたが， メ

守〆コ最初の鉄道建設の急務のため， 公的な追求

LU、かえんれた。こうして， 1873年メキシコ

鉄道は開通して，オリサパ地方はベラクルス港と

賞者flに結びつけられた。マヌエノレは 1862年に，ァ

ントニオは1877年に死亡したが，後者の息子ノfブ‘

(J'ahlo）が， メキシコ鉄道会社内の父の地位を

継検した（＇ 152¥.. 

1 ス力＞ドン兄弟の末弟ラファエルは， 1887年

か1・,[i;<J(){jまで，ココロアパン工場の経常を直接

担当したが，この期間の後半に，オリサパ市長

(J efe Politico ：州知事任命の官選市長）を勤め， 1890

年代に，問地方内の主要工場に導入され始めた電

力者三，一艇の照明用として，将及させゐ三とに努

めた’：，s::,c :tた，ヱスカンドシ家の親峡の 1人

( ,¥r,日ciJim ・ncz Arguelles）は， 1887年に， li,J市iこ，

it Lめぐ路l面電車を導入し，事業化することに成

功した。 19世紀の終わりには，この電車は，オリ

サパ地方のすべての木綿工場の所在地を結びつけ

ていたけ1:54）。

2. オリサパ工業株式会社（CIDOSA）のケース・

スタディ（1889～1911年）

lKTl 5j.v〕バキシコ鉄道の開通は‘オリサバ地方

に， i辺市場メキシコ市への接近を与え， Pl地方

の木綿工業の有利な立地条件は，完成した。たと

えば，アラマンがすでに着目した豊富な水資椋は，

おりカ‘ら電力導入期にあった木綿工業の発達を助

け（箔日表）. 1900年には，同地方は，メキシコの

木綿工業山中心地のなかでも，最大の電力消費者・

でよ勺 , I、こI!I日 yρ



すでに述べたように， ココロアパン工場の生産

は1876年ごろまでは上昇を続けた。 1881年には，

イギリス人ブラニフ（ThomasBrani任）が同地方内

にサン・ロレンソ（SanLorenzo）木綿工場を建設

し， 1883年から操業を始めた（注56）。 1882年には，

ドイツ系と思われる人物（Wiechersという名前以外

身元不明〕が，セリートス（Cerritos）木綿工場を設

立した。同工場は， 4年後に首都に繊維製品の卸

．小売店をもっフランス移民商人のシニヨレー・

プルジャク（SignoretBourjac）商会に買収された。

1889年に，メキシコ市に本社をおくオリサパ工

業株式会社が， メキシコ木綿工業界最初の株式会

社として，設立された。同社の発起人には，セリ

ートスとサン・ロレンソの 2工場の所有者2名が，

首都のフランス移民商人数人と提携して参加して

いた位57）。 1892年，同社は，オリサパ地方内に，

リオ・ブランコ（RioBlanco）木綿工場を新設した

（注58）。また， ラファエyレ・エスカンドンの経営下

で， しだ、いに営業不振に陥っていたココロアパン

工場は， 1899年に， CIDOSAに合併された。この

ような急速な拡大の結果，同社のメキシコ木綿工

業におけるシェアーは， 1895年から1910年の期間

に，織機台数では，約12%から約16%へ，労働者

数で，約12%から約19%へ，売上げで，約15%か

ら約17%へと上昇した（第6表〉。また， 1910年に

は同社の資本規模は， フランス系の木綿製造企業

としては，最大であった（第7表〕。

1898年には，CIDOSAの成功を追うようにして，

同じく，首都に繊維製品の卸・小売店をもっフラン

ス移民商人の出資とイユシアティヴによるベラク

ルス工業株式会社（CompariiaIndustrial Veracruzana, 

S.A.，略称CIVER）が発足し， 2年後に，新設のサン

タ・ロサ（SantaRosa）木綿工場の操業を始めた。

CIVERは， 1910年にはフランス系の木綿企業と

しては，全国4位の資本規模をもった〈第7表〉。

すでに述べたように， メキシコの木綿工場数の増

加は， 1900年で一応のピークに達したが，オリサ

パ地方でもサンタ・ロサ工場以後今日に至るまで

木綿工場の新設は行なわれていない。

オリサパ地方の木綿工業，とくに CIDOSA傘

下の工場においては， 1900年をはさむ約20年聞に

高い利潤を高率で再投資することによって，生産

設備の近代化が行なわれた。高い手lj潤率は合理的

経営，高生産性，生産から販売に至る垂直統合的

独占の形成という革新行為に対する代償であった

（第8表〉。ただし，この過程では， 1907年の有名

なリオ・ブランコの「ストライキ」における数百人

の労働者の死傷という不祥事もおきた。 CIDOSA

の労務管理は，土着企業者の経営するココロアパ

ン工場に比べではるかに合理的である一面， より

搾取的で，工業労働に慣れきっていない労働者に

とって，パタ｝ナリスティックな考慮に欠けてい

たと思われる根拠がある（注問。

こうして，オリサパ地方の木綿工業の同産業全

体に対する比率は高まった。錘数の比率は， 1876

年の 6%強から， 1910年の 19%強に上昇した。

1910年には，オリサパの木綿工場の労働者は，全

国木綿工業労働者の実に25%にも達した（第6表）。

すでに述べたように，同年には， CIDOSA,CIVER 

を含むフランス系の4企業が，全国木綿生産の

50%を生産していたので，オリサパ地方は，木綿

業におけるフランス移民企業者の活動の典型とい

ってよかった。

フランス移民らの企業者活動

CIDOSAの発足時の重役会（Consejode Admi-

nistraci加）は，創業者である主要株主で構成され

ていた。その成員には，セリートス工場の所有者
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業 5表 オ 9サパ地々の木綿工業（CIDOSAと CIVER）の発展（1剖8～I宮10年）

一平下霊－le－，嘉義忌｜掃討「てふータ尋問E色村上｝デ｛ベソ） 備 考一1 -i－－，一寸－…・r--- γ－「瓦日アー一一
｜ ｜（まだ CIDOSAに買収されず）

I I I 1961 26,000 I I I Cerritos （い
1890 I I I 4701 100 ,o凹 I I I San Lorenzゅ（b)

I I I 6661 126ρ00 I I I CIDOSA全体

一「－－－42ふo!~.oo可－下一一「 「勾－ TRI丙函λ）－－－・

j ! I I 234 .626 I I I 
日，780 1811 300: (117 ,31:!X2) i [ I Cerrit幅約）

I I I I 280,894 i I I 
1895 I 16,4361 420 475! (140,447X2)1 ! I San Lorenzo (d) 

I I I 56山 8 I I 34,4叫 1,0181 1,5001 （錦0,874×2)j I s,4印，584 ! Rio Blanco仙
57,6961 1,619 2,275 1,077,268 1(1,725,292X2)1 CIDOSA全体

一 1 一一「－－＼一一一一「一丸山o［ふん！一三…；…！云：~~五百
1ふ｜－幻~o! ユ.40or－－－「一一一！一一「 -----j s~~~aふa(CIV函－（~）

i.- ] -soo[- --360,ooo「.・－トー－－［ C~ritoふ

, I I 520[ 350,000I i 1,000,000i Cerritos川
1907 ! 75,0仰1 3，初Oi 6,0001 I I, 8,518,3071 CIDOSA会体（i)

~. 33やO: .~叫 1,800[ [ ..... i 3：必7竺5［三a~ta Rosa (CIVER) (i) 

100,0001 4，叫 ω吋 j 8,500，制CIDOSA全控 rn
1910 1 札 000 1,400 2,000! I !Santa Rosa (CIVER) (j) 

（注） ココロアバン工場の統計については，策4表を参照のこと。同工場は， 1899年に CIDOSAに合併された

ので，本表では， 1907年から，同社の統計Ir.含まれている。

（出所〉 (a）セリートス工場の記録。

(h) Antonio Carcia Cul辺、 Alexico,Its γ＇rade, L刃dustriesand Resou1τ・es (Englishむ.by William Thomp-

son, M正xico,D. F., 18ゆ3),p. 101 

(c) El Tiempo・1892年10月11日。

(cl) Mexico、A.nuan・oestadistico (1895), fナ表， “Cuadro sinoptico・ ・・ ..・ 1

(e) Julio Zarate，“m Estado de Veracruz de 1897……J’Boletin de la Sociedad Mexicana de Geografia 

y Estadistica, IV Epoca, IV (1897), p. 36. 

(f) Nicolau cl’Olwer, et. al., op. cit.、Vol.1, p. 434. 

(g) Mexico, Orizaba, Archivo General Municipal, Di何 ctorio(1903），“Seccion de E瑚 distica，” IX3, 4. 

(h) Ibid. (1908），円e悦 i,¥nde Estad，必ca,"II, 9, p. 7. 

(i) Ch五vezOrczco, op. cit., p. 63. 

(i) Adolfo Dollero, Mは1・coal dfa (Mは1co,D. F., 1911), p. 785; Lobato L6pez, op. cit., 135; Ern白 ω

Galarza, La industria electrica en Afi:rico (Mexico, D. F., 1941), p.184. 
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務7褒 1910年のメキシコのフランス系木綿企業8社の

資本規模

企 業 名｜名c~~i.~1伊期
Industrial de Orizab岨（CIOOSA)15,000,000I 380 
Indus仕ialVeracruzana (CIVER) 3;500;0001 5伺
Industrial San Ildefonso I 3,000,000j 1加
Industrial de Guadalajara I 2,000,0凹I 150 

Industrial de Atlixco I 6 .000 .0001 245 
Industrial de La Teja I 4,300 ,OOOI 125 
La Perfeccionada I 1,000,000: 300 
La Abeja I 500,000 300 

計 cl35,300 ,ooo¥ 

（注〉 これら 8企業の資本総額の5分の4が，フラ

ンス系企業者に属し，本国からの投資は， 1400万

ペソにすぎなかった。

（出所） Nicolau d’Olwer, et. al., op. cit., Vol. 2, 
p.1117. 

シニョレー・ブノレジャク商会， サン・ロレンソ工

場の所有者ブラニフのほか，トロン（EnriqueTron), 

エプロー（J.B. Ebraud），レイノー（Reynaud），ラ

ンベール（MateoL回nhert），ガノレサン（EduardoGar-

cin），フォードン（Faudon），オリピエー（Joseph

Olivier), Jレー（EugenioRoux）などのフランス移民

商人が含まれていた（注刷。社長（上記 Consejuの

4
1
5
9
 

q
G
 

噌’・－

4
1
5
n
 

第8表 CIDOSAとCIVERの株式配当

(1889～1911年）（%）

一干T CIDOSA I C!\T~~ 
1 8 8 9 5 
1 8 9 0 10 
1 8 9 1 10 
1 8 9 2 10 

1 8 9 3 15 
1 8 9 4 20 
1 8 9 5 25 
1 8 9 6 16 

1 8 9 7 18 
1 8 9 8 20 
1 8 9 9 20 
1 9 0 0 16 15 

1 9 0 1 
1 9 0 2 12 
1 9 0 3 12 
1 9 0 4 12 

1 9 0 5 12 12 
1 9 0 6 14 13 
1 9 0 7 14 13 
1 9 0 8 8 13 

1 9 0 9 8 13 
1 9 1 0 8 13 
1 9 1 1 8 12 

（注） CIDOSAは1889年， CIVERは l卯0年に，

それぞれ発足した。
（出所〕 Nicolau d’Olwer, op. cit., Vol. 1, p. 462. 

Presidentめには， トロンが就任した（注61）。

トロンは， CIDOSAの他のフランス系企業者と

ラE
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問じく， 19世紀中葉に，南フランスのバノレスロネ

ット（Barcelonette）から，メキシコに移住した男で

あり（注62），他の多くの問郷人と同じく，おもに，

識維製品などの商業で成功し， 19世紀末には，首

都で，同製品の卸・小売の有名店 Portalde las 

Floresと， 1891年に，メキシコ最初の百貨店とし

て，設立された Palaciode Hierroを所有，経営

していた。 Palacioは，創立後まもなく，株式会

社となり， 1910～11年には，その資本は，フラン

ス移民の商店としては，最大の 1875万フランにな

！？？その株価は，額面の 125%に達した。なお，

同年のフランス人の商店の総資産の評価額は，約

2億フランであった位臼）。

トロンは 1880年代までにメキシコにおげる商業

活動によって欝積した自己資本を基盤に，CIDOSA

のほかにも多種広範な事業を行なった。かれの主

要な提携者は， 1875年に発足し， 1894年に創業資

本 100万ペソで株式会計に改組されたタバコ会社

El Buen Tonoの所有者であるピュゾベー（Em田 to

Pugihe的、CIDOSAの共同出資者ヱブロー，CIVER

の創業者の 1人レイノーらで， このグループは，

各種事業の共同創業者・としてしばしば名をつらね

た。 トロンが，有力株主，盤投として関係した事

業は， CIDOSA,El Buen Tonoのほか，オリサ

パの大ビール会社 CerveceriaMoctezuma，火薬工

場 Nacionalde Dinamitas y Explosivos，製紙工

場 SanRafael，亜麻工時 SanIldefonso (1895年設

立，創業資本130万ベソ）などを合んでし、た世64)0

注目すべきことであるが， トロンは， 1890年か

ら，ピュジベーとならんで， メキシコ工業金融会

社（SocieteFinanciere pour l’Indust巾 auMexique) 

のメキシコ側重役の 1人となっていることであ

る。同社は， 1890年，メキシコ市，ノリ，ジュネ

ーブに事務所をおき，メキシコの製造工業？と， メ

ラZ

キシコからの帰郷者などの資本を中心とするフラ

ンスとスイスの資本導入を行なうことを目的とし

ており， トロンとピュジベーらの事業のほとんど

に対して，小規摸ずつではあったが，融資を行な

っていた。ただ，同社の資本社， 1910年になって

も， 500万フラン倒耳目万ペソ）にすぎなかった（注65)0 

レオン・シニョレーは， CIOOSAのほかにも，

1900年に，モンテレイ（Monterrey）市に設立された

メキシコ最初の近代的製鉄所（CompafilaFundidora 

de Fierro y Acero de Monterrey, S. A.）の盤投で

あり，同社の資本1000万ベソの4分の lを所有し

ていた川説。。レオンの製鉄業への投資は，フラン

ス鉱業資本との関係の可能性も考えられるが，商

業資本家が，がれの商業活動に関連する国内市場

向けの消費財工業のみならず，無関係の部門にお

ける生産財工業にも，活動を拡大した事例として

注目される。シニヨレ｝家のアレグル（Allegre）は，

首都の有名繊維商店， AlPuerto de Veracruzの

所有苫であり，ホセ (Jose）は， トロンの Palacio

の共同出資者だった世間。その他のフランス移民

出身の CIDOSAの創業者のなかでは，首都の有

名繊維商店 AlPu巴rtode Liverpoolの所有者エ

プロー家が目だっている（注68）。

CIOOSAの創業者の間で，唯一のイギリス人で

あるブラヱブは，ジェナンによれば，アメリカ国

籍をもっていた（注耐とされるが，各種の根拠から，

メキシコに定住したイギリス人と思われる。かれ

がオリサパ地方に利害関係をもつのは，かれが

1868年からメキシコ鉄道の工事総監督として働き

世間，同線の完成後は， 1905年まで，同社の社長

となったためである。かれはメキシコ・ロンドン

銀行（LondonBank of Mexico）の頭取をも勤め

仙 71), 1891年からは，メキシコ・ガス電力会社

(Compat'lia Mexicana de Gas y Electridad）の重役で



1968040055.TIF

もあった世間。かれは CIDOSAのみならず，フ

ランス系の SanRafael製紙工場， SanIldefonso 

亜麻工拐にも有力株主，役員として関係しく注73),

レオン・シニ百レーと同じく，モンテレイの製鉄

会社の重役をも兼ねた但74〕。これは，かれとCIDO-

SAのフランス移民企業者との強い人的・資本的

な結びつきを示している。

CIVERの創業者については，資料が不十分であ

るが， それがフランス移民だけからなり，ピュジ

ベー， トロン，ヱプローらとしばしば提議したレ

イノーが， 1896年に，ケール（EugenioCaire）らと

提携して，資本金お5万ペソのサシタ・口サ工場を

建設し始めたU±7S），ことは注目に値する。

以上のように，地理的かっ業種聞において広範

な分野に大規模な投資を短時日のうちに次々と行

なった， CIDOSA関係のフランス移民企業者‘の企

業者活動と精神は， 目ざましいものがあった。と

くに，ディアス期に行なわれたメキシコの初期的

工業化が，農牧鉱など輸出向け第 l次産品の製品

加工と，それに関連する鉄道などのインフラスト

ラクチア｝の建設を主軸にしていたことを考えれ

ば，繊維，ビール，製紙，タバコ，製鉄，火薬な

どの国内市場向けの軽および重化学工業に大規模

な投資を行なった，かれらの積極性は，十分評価

されなければならなし、。

次iこ， これらのフランス移民企業者の背景，と

くに，かれらの企業者活動の文化的，経済的背景

〈文化的諸要因，資本蓄積，市場tこ；対する支配カなど〉

を明らかにするために， (1）メキシコにおけるかれ

らの第 1次的企業者活動の分野であった商業にお

ける経験，（2）かれらの第2次的企業者活動の分野

である製造工業における活動開始の際， どの程度

本国からの融資に依存したか，の2点に焦点をし

ぼって考察を進めたヤ。

フランス移民の商業における企業者活動

革命前のメキシコへのヨーロッパ系の移民は，

わずかに数十万であり，抱のラテン・アメリカ諸

国， とくに南アメリカ南部に比べれば問題になら

ないほど少数である〔住76＼しかし，これらの少数

の移民は， 19世紀に，卸，輸入などの商業活動に

おいて支配的な地位を確立した。かれらは，おも

に出身別に集団をつくり，専門とする業種や機能

の「住み分けjを行なった。

1821年にメキシコが独立し，貿易に対するスベ

インの重商主義的統制から解放されると， 当時の

工業先進国イ子リスの商人が，輸入，卸売の分野

で，しだし寸こ独占的な地位を築きあげた。 1789年

まで，コンスラード（consulado）という輸入，卸売

業者の独占的ギルドが，植民地生まれの商人を排

除してヤたため，独立前後にも，これらの分野で

支配的な地位を維持していたスペイン人が， 1827

年に追放されたので， この傾向は強められた。し

かし， 1830年代にはいるとイギリス商人の一部は

より有利な銀行撲に進出し，その間隙にドイツ人

が進出した位77¥

フランス入も独立直後から移住を始めている

が， かれらは資本も特殊の技能ももたぬ農民であ

ったため，初期には商業の中心的な分野において

なんら重要な役割を呆たしていなし、。かれらの大

多数の出身地は，南フランスの低アルプス（Bas

Alpes）地方の山間（高度海抜1135メートル〉の天候

に志まれぬー寒村ノ勺レスロネットであった。 この

村の人口は， 1892年になっても，わずか，2200人で

あった。この村からのメキシコ移住者の先駆者は，

1821年tこメキシコ市に到着したアルノー（Arnaud)

兄弟ほか少数の人々であった。アルノー兄弟は，

洋品店ElCaj6n de Ropa de las Siete Puert舗を

開いた。この商店は，パルスロネットから呼びよ

ラ3
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せた独身の脅年を数年間，店長として雇v，＇説法

した。

これらの育年のなかから，ケ…ル（Caire）とジ

ョーフ／レ (Jauffred）のように，数名で協力して，

新えた小売店（αj<'in）を開き，独立するものが出現

した。がれらが開いたフランス移民による第2番

闘の洋品店が，のちに， トロンの経営にまかされ

る Portalde las Floresであった。

一方，アルノー兄弟は， かなりの財産を携えて

故郷tこ帰り，同郷人のメキンコ移住を促Lた。こ

うして，メキシコにおけるフランス人件， Jjlj名

“barceloneta＇’と｜呼ばれるほど，この地方出身の

移民が多くなった。かれらは，勤勉と高い商事実道

徳で知られるようになり，成功者を多く出した。

1842年には，パノレスロネット系の第3の洋品店が

発足した〈注78）。

1845年tこ，ケ－，レどジョーフルが，成功者とし．

て，ノ宅1レスロネットに帰郷すると， メキシコ移住

熱は，さらに高まった世間。この時から， 1863年

に始まるフランスの対メキシコ干渉戦争までの約

20年聞に，多数のパルスロネット人の移住が行な

われ，初期の出稼移民の段階から，定着移民の段

階にじいった。 CIDOSAの関係古をみても，ヱプ

ロー， トロン，シニヨレー，オノラー， レイノー

らは， この時期の移住者であり，ランベール，ガ

ノレサン，ノレーらは， 少し連れて呼びょせられた上

の諸家の親族であるとされている。これらの移民

は，すでに述べたように，岡部の先1｛，；や親族の広

で数年間働き，そこで繋積した少額の資本，信用，

知識，経験を元手に，首都や各地の主要都市に，

新たに洋品店や雑貨店を聞いた｛注80）。これらの商

店は，資本や信用や，情報などの面で，相互扶助

を行なったと恩われる。

しかし，パルスロネット商人の活躍した分野は，

ラ4

1875年ごろまで小売業に撮られた。1850年代末iこ，

卸兜業の3分の2はドイツ人の手中にあり（出I)'

1871年になっても，メキシコの輸入の90%もが，

ドイツ人輸入業者の手を経ていた（注82）。フランス

の対メキシコ漫略の失敗後，メキシコは， フラン

スのみならず，干渉支持国のイギリス，スペイン

とも国~を断絶（王政廃止をしたスペインとは比較的

平く国交を回復し， 1868年まで，フランスとは，1880年ま

でイギリスとは， 1884年訟で）を行ない，その期間に，

「中立国民」であったドイツ商人は， イギリス間

人の地位を奪うことができたからである。

フランスの移民商人は， 1875年ごろからようや

くドイツ人の繊維製品の卸売独占に挑戦し始め

た。これは，ヨーロッパにおけるフランスープロ

シア戦争の余波として， メキシコ在住のフランス

人とドイツ人の間が不和になったことを契機とし

ていた。おりから，アメリカ合衆国やヨーロッパ

諸闘の工業化の進展の結果，国際工事業製品の国J31J

の分業，特化が進み，メキシコに対するドイツの

輸出は相対的に低下し続け， メキシコのドイツ人

輸入業者を苦境に追いやっていた。

けっきょく，「ドイツ商人，とくに，ハンフ〉レグ？

出身の向入よりも， より少ない利幅と，より貿素

な生活で満足している」位制フランス人商人が，

前者の地位を徐々に侵蝕した。フランス移民商人

の代表的な成功者トロンの生活ぶりは， この説明

と一致する。かれの知人であるオリサパ在住のフ

ランス人によれば，かれは成功後も，つねにセル

ロイドのカラーと鳥打帽子を愛用し， 「金持に見

られること」を恐れていた惜84）。こうして， 1880

年には首都に 16のフランス系の卸兼小売店が進出

していた位8:i）。

1880年代にはし、ると，フランス移民商人の活動

は第3の段階に達した。 1880年には，メキシコと
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フランスの聞の国交回復が行なわれ， メキシコか

ら本聞に帰った商人の一部が，パリからメキシコ

の｜司郷人に融資をしたり， フランスの高純繊維品

などを長期の延払いで輸出することが可能になっ

たり

しかし， メキシコのパルスロネット商人が，本

国との関係を活用する機会は少なかった。 1882年

ごろがら，メキシコ社長i際収支の附難にれまされ

始め，中級以下の繊維製品の輸入は禁止され，関

内生産による代替は行ぽ完全に行なわれた。ペル

スロネット間人は，少量まの高級繊維製品の輸入を

開ける一方， 中級以下の繊維製品は，国内のイギ

l）ス人， ドイツ人の製造業者から買い入れるとと

になった。 1883年には，このような状況下で，フ

ランス系の大卸売業者の一団が『庄内で生産され

るプリント地の投機的貿占めをはかるという事態

まで生じた（閉山。

こ二うして，首都のバノレスロネvト商人の主流が，

メキシコ鉄道と水力という立地条件に恵まれたオ

りサペ地方に右目した。 1886年に tリートス工場

を賀収して，パルスロネット商人の製造工業への

進出の口火を切ったさ／ニヲレー商会は，首都に大

商店をもち， 3年後に，同商会の参加を得て，結

成された CIDOSAも， トロンの社長就任に象徴

されるように，パルスロネット商人の主流を含ん

でいたのである。かれらは，本聞に帰った同郷人

の資本をも活用した。

ロメロとジーランドのメキシコ木綿工業史の概

観によれば，「 Jキシコの繊維工業の発展には特色

があり，アトヤック会社（Organ山山口元1Atoyaのと

し 2のより重要でないものを例外として，国内

のほとんどすべての木綿仁場が， 洋品小充業の成

長したものである。」そして，「今日〔1940年ごろ〕

では， ElC亡ntroMercantil, El Palacio de Hie-

ITO, El〔実際は Al〕Puertode Veracruzのよう

な大百貨店や大洋品店は，いずれも， 自店のみに

〔商品を〕供給する，一つないしそれ以上の工場を

もっている」（注87）。

この結果として， 1891年に，メキシコ国内にあ

った 191のフランス系商店のうち， 70店までが，

なんらかの形で，繊維製品を取り扱っておりなが

ら，フランス系商店の年間総売上げ，約1憧5000

万フラン（約3333方3000ペソ〉の実に 5%のみが，

フランス本国からの輸入品であった償制。

こうして，今日に道るまで，メキシコの木綿工

業を特色づけている，生産から販売までの黍直統

合的産業構造は， 19世紀末のパルスロネット移民

商人の革新的企業活動の結果，形成された。 CI-

D儲 A,CIVERの創業者たちの多様広範かつダ

イナミックな企業活動と考えあわせれば，パルス

ロネット移民商人たちが， 「商業資本的j 地位に

安住していなかったことは明らかである。

フランス移民企業者と本国からの投資の役割

19世紀末のメキシコの木綿工業の発展に貢献し

たフランス移民商人の企業者活動は，実はかれら

の独特の企業者精神よりは，本国からの投資に依

存するところが大であったのではないか？ かれ

らの商業と工業における活動とフランス投資との

関係を考察しよう。

メキシコへのフランス投資は， 1860年代以前に

は，公憤購入と一部の鉱山への直接投資に限られ

ていた。ナポレオン 3世のメキシコ侵略は， 1867

年から1880年まで，両国間の面交断絶をもたらし

たが，国交回復とともに，すでにメキシコ市場へ

の関心を強めてヤたフランス上層ブJレジョワの資

本は， メキシコ政府のアメリカ資本牽制政策を利

して，能力いっぱいの経済進出を行なった。フラ

ララ
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1911年のメキシコにおけるフランス投資利潤の

部門別平均再投資率（推定）

一部恥 下「一｜ 玉虫一五函扇町

農業 I 1s 
商業 I 75 
鉱工業 l 20 
公債 I 10 

（出所〉 Nicolau d’Olwer, et・al.,op. cit., Vol. 2, 
p. 1156. 

餓11義フラ

ンス軍占領下につくられた Bancode Mexicoの

ほか， Banquede l'Union Parisienneと Banque

de Paris et des Pays-Basがあり，公｛九鉱主，

鉄道，銀行などへの間接投資を中心に行なった

ンスの投資の主要経路としては， 1864年に，

これらの工業への投資は，しかし，商業，（注89)。

「フランス資

最大の比率を示した。し

フランス本国からの資本流入の総額は，商

業における「フランス資本」の4分の 1程度にす

メ

蓄積され，再投資によって，拡大

ぎなかった｛注判。すなわち，「フランス資本Jとさ

移民商人によって，

の商業に対する外国投資の中では，

れた商業資産の大部分は，

本jが，約66%を占め，

キシコ国内で，

かし，

大銀行を経由しでは， t王とんぎ？？なわれなかった。

かかわらず，商業，工業の分野では，「フランス資

それら 2国の投資額を上回っていること

当時の統計では，外閑投資の中

利潤を高い率で再投資した

イギ、リスがフランスをーとIE-11っていたのにも

活発な

アメ

移民の存在が見落とされではならない（第9, 10, 

11袋入

投資総額では，

に，移民の資産が合められたためであるc

ここで注目すべきことは，

企業者活動を行ない，

である。これは，

本jが，

リカ，

したものであった。

メキシコの荷業に対する外向投資の国別構成

(1910年の推定）

国 名｜投 資 額岡（ベソ換算）｜比率
」 山 .1 (1000ペソ）｜（%）

プランスI200. ooo . oooフラン 1 so.ooo I 65.6 
アメリカ（合）I 4Aso;ooo f；レ ！ ぶ960 I 1.4 
イギりス1 140,0的ドル I 2so I o.3 
その他諸国｜ 16,445,000ドル I 32,890 I 26.1 

f「一一行－r~Jん
（出所〉 Nicolau d’Olwer, et al., op. cit., Vol. 2, 

p. 1]25. 

;ll;12表

メキシコ第12表に明らかなように，この結果，

第9表 1911年の対メキシコ外国投資の治成

比率（%）

59.2 
19.2 
14.7 
6.9 

投資額（ペソ）

2，印9,322,540
847,760,000 
647,132,000 
303,799,450 

間

アメリカ合衆国
イ ギリス
ブラシス
その他の諸国

名

1佃 .0

（山所〉 Nicolau rl’Olwer, et al., op. cit., Vol目 2,

p.1153. 

4,408,013,990 計

次に、パルスロネット商人が， CIDOSAに代表

大規模な投資活動を行なった

どの程度ブヲンス本国からの投資に依存した

される木綿工業に，

商業の場合と同じく，

際，

かを調べたい。ここでも，

フランス移民の資産は， メキシコで蓄積それが，

本聞から送金されたのとを問わず，されたのと，

比率（%）

36.1 
19.8 
12.8 
11.0 
8.8 
7.9 
3.6 

第10表 1911年の対メキシコ・プランス投資の部門別構成

投資額（1000ベソj門tm 

328,132 
179,552 
116,240 
99,994 

債
業
道
行

公
鉱
鉄
銀

80,000 
71,932 

業
業

商
工 「フランス資本Jと分類された事実に注ー率iこ，

；官を払わなければならない。

パルスロネ y ト移民の活動のため，

32,840 他のそ

メキシコの

「フラ製造工業に投資された外国資本のうちで，

計 I 908,690 I 100 .0 

（出所） Nicolau cl’Olwer, et al., op. cit., Vアol.2, 

p.1141. 
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ンス資本」は l{tょの 55%強tこ遣した〔第13表〕。そ

の投下の規模が，最も大きかったのは，今世紀の

ことである（第14表）。

第13表 メキシコの製造工業に対する外国投資

(1910年の推定）

f 一一一一一｜ - ~I I"£率
国 名｜段 資額｜同（ベソ換算）（%）

ブ ランスI21sふ，~いラシ｜九932,368! ?,5.2 
ドイ ツ1 I 26,960,0001 20.5 
アメリカ（合）｜ 10，側，O伺 F，レ I 21却 O，側 16.1
イギリス｜ 2削冷00ポンド i -I ー

その他諸国｜ 4,477,900ドル ｜耽855,800¥ 8.2 

－－｜｛竹J 一二＿j~~： ~:_8 ：；~l…
（出目「r) Nicolau d’'Olwer, et al., op. cit., Vol. 2, 

p. ll 21. 

第14表 メキシコの製造工業にけする「7ランス資本j

(1867～1911年）

I f 一 一！ ？ 1門家··~ー額
期 間｜ 額（プラン） ！交換率！ （ベソ）

1867～79年 I 5,000,000 I 5.5 I 909,090 
1880～98年｜田，000ラ0（ゆ i,1.5 I ]7,777,778 
1899～19]1年I 1:is,1s1,5oo I 2.5 53，担5，泊。

計「｜五，137；酬一r T7~， 932,2伺
（出所〉 Nicolau d’Olwer, et al., oρ．口t.,Vol. 2, 

p.1119. 

以上は，次の指摘と一致する。すなわち，パル

スロネット商人のオリサパ地方への進出が， 「こ

こ〔メキシコ園内〕だけで，所有する資本の大部

分を蓄積した外国人居留民（extranjeros resident白）

〔移民〕が，....・ H ・－，製造工業に対して行なった最

初jの外国投資（原文の支ま）Jの「第 l歩j世 9じで

あるという事実である。

当時のメキシコの木綿工業全体につU、ては，本

国からの投資の役割が，商業の場合に比べれば，

より撞要であるかと恩われる。 1910年には， CID・

OSA, CIVERを含むフランス系の繊維工場8は，

3530方ぺソの資本をもっていたが，そのうちで，

「フランス資本」の比率は， 5分の 4(28抽万ベプ）

で，さらに，その半分（1400万ベソ〉は，フランス

本国からの資本で，掛りは，メキシコで蓄積され

たのであったほ92)c第7表〉。しかし， CIDOSAの

場合は，本聞からの資本に依存する度合は，後述

するようにきわめて小さい。

すでに述べたように，政府の保護関税，中級以

下の繊維製品の輸入禁止，電力導入と機械の近代

化による生産性の向上，労働運動の抑圧，消費の

増大などの諸要因によって， 20世紀初頭まで，メ

キシコの木綿工業は高い手IJ潤率に恵まれており，

1895年にベニヤフイエJレ（Penafiel）が述べたよう

に，それは「年率で，資本額の 12から 15%で，

10%を下回ることはけっしてなかった」（注93）ので

ある。また，「1901年には，最も効率的な工場で

は，利潤率は40%に遺した」（注94）ので，最も大規

模な工場と，生産から販売までの垂直統合的独占

を形成した CIDOSAなどのフランス系木綿工場

の資本蓄積は， かなり容易であったと思われるの

である。

さらに，オリサパの木綿工業の資本蓄積におけ

る外資の役割を，具体的に考察したい。 CIOOSA

第15畿 CIDOSA,CIVERの創業資本と増資の過程

(1889～1910年） （単位： 1000ベソ）

年 ICID似 1

1889 I 2,5玲（a）（倉1］業資本）I
1896 I 6,500（扮 1
1898 I - I 

1001 I s, 500(bl I 
1908 115 000（同 1
1910 115 ,OOO(c) I 

CIVER 

3,350(d) （創業資本）

3,350(e; 

3,350(a) 

（注〕 CIDOSAは， 1889年設立， CIVERは， 1898

年設立。
〈油所） (a) Nicolau d’Olwer, et d”op. cit., Vol. 
1, p. 454. 
(b) ]bi・d.,Vol. 2, p. 1116. 

(c) Dollero, op. cit・， p. 961. 

(d) Nicolau d’'Olwer, et al., op. cit., Vol. 1, 

p.455. 
( e) Chavez Orozco, op.口t.,p.63. 

ラ7



1968040060.TIF

と CIVERの創業資本と増資の過程i土，紫15表の

ようである。

資料が限られているが， CIDOSAについて，外

資導入の状況をみよう。 CIVERは，：家命前の時

期にじ，一度も増資を行なっていなし、し，資料も

手I）用できなし、ので，対象としなし、。

1889年に発足した CIDOSAの初期の資本の一

部（量不明〉は， 1年漣れて， 1890年に発足したメ

キシコ工業金融会社を経由したメキシコからの帰

郷者の資本を中心とするフランス本1-i~ からの資本

であった。金融会干士を通じての本国からの投資は，

CIDOSAの結成前でたく，後』こ‘一時の重要約二を

もったことは否定できないが， しだいにその重饗

性を減じていった。 1910年には， CIDOSAの資本

ね， 1.500万ベソ〔＝3750万フラン〉であり，すでに

述べたように， CIOOSA~J外の各種企業tこ融資を

行なっていた金融会主！：の資本は，総額わずか500万

フランにすぎず， CIDOSAの資本の約7分の lに

相当するのみであった。けっきょく，フランス本

国からの投資は， CIDOSAのパルスロネット移民

企業者の資本調達謹力を含む企業者椅神の反映で

あれこそすれ，かれらポ他のグループ以上に成功

できた事実の原因とじいえないであろう。

（注32) 19t世紀の 2人の地元の際史家による。 Joa田

quin Arr6niz, Jr., E：河川：yode una historia de Ori-

zaba (1stじcl.,Orizaba (?), 1867, 2nd ed. 2vols.，島区別－

co, D. F., 1957), Vol目 2,p. 194; Jose Maria Naredo, 

Estudio geugrdfiro, historiιu y estadistico del cant,,n 

y de la Ciudad de Orizaba (2vols., Orizah;,, 1898), 

Vol. 2, p.16；備民地時代末期および近代的木綿工業

導入正後σ、土りザバ地方の木綿子二L菜、ハ見療は，次Jご

から，知られる。「手織型軽人Jが， 1838年に急Jf，＇して円

るのは，ココロアパン工場の製糸が，外部に背i）方連関

効果士も J だためで去ろう。 「そ（）他ゾ議維関係来」

は，ココロアパン工場の労働者を含むのであろう。

58 

：続五（maestro）聡人（ofiじial）徒弟（aprendiceJ

業 I＜人） 川 ,(Al_＿～~＇~－一一
11!25年Iiil.38年,1825年＼lお8年， 1825年I1おS'f
(a) I (b) fa) l(b) ! (a) I (b) 

仕 立 展 I29 I 22 I 120 I 43 I 51 I 46 
じしゅう将人 i 1, II II I! O り
子 織 職 人 I18 I 鈎！ 5!80: Ii 80 
その他の維銭関係業 i o I 276 I o I 584 I o I 459 

-~' ___ _.:t [_4sj__y1初回吐恒三2J三竺
（凶所） (a) Vicente Segura, Apuntes Para la estadistica 
d』Jdcpartam朗 tode Orizaba, formados ... en el atio 
182喧 (Jalapa,1831), p. 30. 
(b) Manuel de Segura，“Apunt，田 estadisticosdel d由

trito de Orizaba, form ados en el afio de 1839，” Boletin 
de Iα Soεiedad lvlexicana dP Geografia y Estadistica, 
Vol. 4 (18S4¥ p. 3ヨ.

〈注33) Naredo, op. cit., Vol. 1, pp. 101～105; 

Manuel de Segura, op. cit., pp. 24-27; Jan Bazant, 

“lミstudio sobre la productividad de la Industria 

Algodonera瓦1exicana en 1843-45，＇’ La industria 

nacio河aly el Comercio Exterior (Mexico, D. F ., 

1962), p. 74; Ezequiel Montes Rodriguez，“La huel-

ga de Rio Blanco，＇’（Unpul》lishedthesis, Univer日－

dad Nacional Aut6noma de Mexico, 1965), p.17. 

UU4) Naredo, op. cit., Vol. 2, pp. 248, 249. 

(i.主；l5) La industria nacional y el C抑 iercio

Exterior, apendice，“M巴moria，” II(1843), 

N,,m. 5；＂孔 1emoria,"III (1845), ＇‘Estado，” N,,m.4 

(1136) Arroniz, oj,. cit., Vol. 2‘p. 382, fn.; 

Francisco R. Cald巴ron,La Republica restaurada : 

La vida econ6mica (C剖 io Villegas, ed., I-listoria 

moderna de Mexico, 1955), p. 94；きらに， 1868年4

H 13日の首都の DiarioO ficial紙は，「ココロアパン

i場い，l府主治〆れしたままとあるjと報道している。 1870

年1月13日の ElSiglo XIX紙は，「〔ココロアバン〕

に場il>!lfn司。：論じられている」と報道しており， 1873

'-12 J]2:3日になると， へラクルスリ刊の ElCorreo de 

Sotavento紙が同工場が，繊維と紙の生産のため，通

常600人，ぷ大1000人から1200人の労働者を庭的して

いる，と述べている。

（注37) Enciclopedia universal ilustrada euro-

peo-a出 ericana(70 vols., Barcelona, 1907・30), Vol. 

4, pp. 2, 3 ; Diccionario Po門別a; historia, biogra-

jia, y geografia de Mexico (M位 ico,D. F., 1964), 

pp. 37, 38；コの他， RohertA. Potash, E'l Banco de 

Avio de Mexico (Mexico, D. F., 1955); Charles A. 

Hale，“Alam五n,Antui凸anoy la continui<lad de! libe-

ralismo，＇’ Historia押iexicana,Vol. XI (julio 1961-
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junio 1962). 

（注38) Manuel de Segura, op. cit., p. 27. 

Ct39) Agustin Cue Cimovas, La indust, ia en 

Afrxicoυ521-1845) （孔l,xico,D. F～， 1959), p. 59＿ア

ラ吋ンは，年型転24%もの尚幸IJで融資を受けていたが，

); ~；が，年ヰ~12%以上二 J利子率によら同資契約三－f:j;効

としたのちに h ，あえと， f言義を＿•Ti んじて，以降 1た

のであったG

(:!AO) Ihz,mt, op.αt., pp. 72～75＿アラーノンレt'

乞統的手工業により蓄ftil竺れた労働力を豊富ゃごも っプ

品ブラよりも，おもに水カ資源の態かさというオロサ

パ他方の立地灸件に着 Hした。しかし，首都との浬栽

に関する不干，：，.－＿ I土，十分気がついれ、なかった。

（注41) Cue Canovas, Zoe. cit.; Naredo, op. cit., 

VoL 2, PP-248, 249 ; Alfonso Lopez Aparicio, Ala-

mdn, primer econo明日tade M,.ri川（Mexico,D. 

F., 1956), p. 41 ; Justo Sierra, Mexico: su evoluci6n 

social (2 vols-, Mexico, D. F. and Barcelona, 1901), 

VoL 2, p.141 

（注42) ナレドによれば，グランデイソンの学院が，

::t ::tロアバン工場の存続を保証したという。後者は，

1887年に死亡［々。 Nλredo,op. cit-, Vol. 1, p. 272. 

（注43) Calder凸n,op.αt., pp. 663, 664. 

（注44) Luis Chavez Orozco，“La industria de 

tmnsformaci川1 (1821-1910），” Transfr,rmacilin, A白。

1, No. 6 (dic. 1958), p. 24. 

（注45〕 ThomasU. Brocklehurt, Mexico Today 

(L“ndon, 188:-l), p. 791 
（注46〕 !¥liguel A- Quintana, Estevan de Ant起一

古田io(2 vols.，恥4己xico,D. F., 1957), vol. 2, p. 110; 

David Pletcher, 

Rail明ray.”Ilisj,anicAmerican Historical Re之1iew,

XXX (1) (February 1950), p. 35. 

(it47) Jo日 C.Valadi・九 ElPoポ口smo:historia 

de un regimen (3 vols., l¥1Lxico, D.ド，1941・48),Vol. 

1, p. 341. 

じと48〕 ¥Villiam Henry Bishop, Old lt,fexico and 

I-lcr Lost Pnnイnces(Nεw York, 1883), p. 200. 

（注49〕 WilliamP. Robertson, A Visit to Mexi-

川 （2vols., London, 1853）、 Vol.2ラ p.390. 

(d 田） c－＇） ちに，一成相fi，エスカンドン児約金，

私益に奉仕する路線建設のかどで非難した。 Mexico,

Sccretaria de Hacienda y Credito P,,blico, J1enwria 

(1878・79),p.必6.(Pletcher, op. cit., p. 59, fn. 33に

引用さるJ
く注51) Gustavo B:iz and E. L. Gallo, History 

of the Alexican lfoilway (English tr. by George 

F. Henderson, Mlxico, 1876), p. 14; Manuel B. 

Trens, Historia de Veracruz (6 vols., M臼 ico,D. 

F. and Jalapa, 1944-50), Vol. 5, Part 1, pp. 311,312. 

（注52) Baz and Gallo, op. cit., pp. 14, 15, 20, 

'.!1 ; John Reginald Southworth, ed., Mexico ilustra-

do (Spanish and English, Liverpool, 1903), pp. 128, 

129, 134; Pletcher, op. cit., pp. 42～62. 

〈注5,l) 集者のイ γ タピュー：ェスカ γ ドン家の殺

族。 Srta.Am釘icaEscandon Hernandez (1965年4

月28日，オリサパ市〉α

（注54〕 Pletch巴r,op. ciι，p. 60; T. Philip Ter-

ry, Tnη ＇s Mexico: 品 ndbookfor T，耳切-lle月

(2nd rev. ed., London, Boston, New York and Me-

xico City, 1911), p. 493. 

〈注55) Nicolau d’Olwer, et al., op. cit., Vol. 1, 

p. 425. 

（注56〕 筆者のインタビュー： CIDOSAセリート

ス（Cerritoゆ工場長， Ing.Pedro Reiterhardt (1965 

ifよ5月，オリサパ市）。

(/157) Mont田氏。driguez,op. cit., p. 41 ; Nico-

lau d’Olwer, et al_, op. cit., Vol. 2, p.1116. 188711' 

のオリサノ：在住の外同人人口の内訳は，スベイン人157

人，イギリス人66人，フランス人48人，アメリカ人48

人， ドイブ人31人，イタリア人31人，その他12人で，

プランス人がとくに大きな権住を所有していたとは考

えられなし、。したがって，首都のプランス移民商人の

オワサノJ也方の選択は，全く 11：地条件の考慮のみによ

るものであろう。人口統計は， AlfonsoLuis Velasco, 

Geografia y estadfstica del Estado de Veracruz-

Llave (Mexico, D. F., 1890), p. 174より。

〈注58) George Wythe, I11dustワ 初 LatinAme-

rica (2nd ed., New York, 1949), p. 283. 

（注59) Yamada，ψ. cit., chs. V-VII. 

〈注60) CIDOSA、り資料； Nicolau d’Olwer, et 

al., oρ. cit., Vol. 1, p. 454 ; Auguste Genin, Les 

fra即 zisau Mexique du XVle, siecle a nos jours 

(M毛主ico,D. F., 1924), pp. 4~'\0, 431 ; Sierra, op. cit., 

Vol. 2, p. 100. 

〈注61) Anon, Directorio de Orizaba y su sana-
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toげo(Verac四 z,Ver., 1908), n. p. 

（注62) Francisco Trentini, ed., El ftorecimiento 

de Mexico (Spanish and English, M是正ico,D. F., 

I蜘）， p. 230. 

（注63) G四 in,op. cit., p. 430 ; Nicolau d’Olw巴r,
et al., op. cit., Vol. 2，即.1123, 1124. 

（注64) Ibid., Vol. 1, pp. 455, 458, 459, 461 ; Cer・ 

vecerla Moctezumaの記録；なお，ピコジベーも「メ

キシコに定住したフランス人実業家で」「1895年 S阻

Ildefonso工場を買収L，大商人の悶郷人と提携して，

その工場を株式会社とした」。 Nicolaud’'Olwer, et. 
al.，ゅ.cit., Vol. 2, p. 1117. 

（注65) Ibid., Vol. 1, p. 461.同社の盟主役は，パリ

の Benac,Mallet, Turettine，ジ品ネープの Cheve-

niere，メキシコの Pinzon, Tron, Pugibet, Hugo 

Scherer であった。

〈注66) Jo必 D.Saldana, Aρuntes historicos so幽

bre la industrializacion de Monterrey (Monterrey, 

1965), p. 34. 

（注67) Nicolau d’Olwer, et al.，ψ. cit., Vol. 1, 
p. 459. ; Genin, op. cit., p. 431. 

（注印） 注仰に同じ。

〈注69) Genin, op. cit., p. 363. 

〈注70) Pletcher, op. cit., p. 54. 

（注71) Genin, loc. cit. 

（注72) Alfred Tischendorf, Gr.伺 tBritain and 

Mexico in the Era of hポ巾 Diaz(Durham, N. 

c., 1961), p. 112. 

（注73) Genin, Zoe. cit. 

（注74) Saldana, loc. cit. 

（注75) Nicolau d’Olwer, et al., op. cit., Vol. 1, 

p.455, 458. 

（注76) メキシコの独立後，革命までの移民は，数

十万程度であったと推定される。 1895年からセンサス

が行なわれたが，外国人人口は， 1895年4万波別人，

1航JO年， 5万加∞人， 1910年11万6527人〈うち 9%の

み農業従事〉である。 MoisesGonzalez Navarro, El 

Porfiriato: la vida social (Cosio Villegas, ed., op. 

cit.), p. 183. 1910年の全人口は，1520万人であるから，

外国人の比率は，きわめて小さい。一方， 1821年から

1932年までの期間の，新大陸へのヨーロッパ系移民は，

次のようであり，アルゼンチン，プラジルは，メキシ

2 より， l桁多い数の移民を受け入れたことが明らか
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である。

（注77) Waπen Schiff，“The Germans in Mexi-

can Trade and Industry during the Diaz Regime," 

The Ametぜcas,XXIII (3) (January 196＇η，p.292. 
〈注78) Trentini, op. cit., p. 2地 Genin,op. cit., 

p.365；バノレλ ロネットの自然と人文については，Emi-

le Chabrand, De Ba四・elonetteau Me:xi伊 e(Paris, 

1892）が引用されている。また， 1903年に出寂された

本にも，次の記事がみられる。 「各州内のすベての重重

要な町には，何人かのフランス人前人がいる。かれら

は，パルスロネット人と呼ばれ円ゆa（下重苦，ラシヤ，

流行線など〉の商業をほとんど独占してしまっている。

かれちは，〔メキシコにおける〕フランス人移民のなか

でも，故郷を言寄りとする，立派な人間，疲れを知らぬ

働き者，有能な荷人の－fi習を形成している。多くのパ

ルスロネット人は，相当の財産を作った。JCharles-H. 

Stephan, Le Me:xique economique (Paris : 1903), 

p.83. 

〈注79) G回 in,Zoe. cit. 

〈注即〉 Tr官ntini,Zoe. cit. 

〈注81) Schi妊， op.cit., pp. 280, 281. 

〈注82) Ibid., p. 286. 

（世83) Ibid., p. 285.シッフは，NorddeutscheAll・ 

gemeine Zeitungの1鴎4年5月16臼を引用している。

〈注84）筆者のインタピ品ー： Ir芭.Reiterhardt 

(1965年5月，オザサバ市〉。

〈注85) Trモntini,loc. cit.；なお， 19世紀末のメキ

シコ在住のプラ γス人とドイツ入の人口は，次のよう

で，大差はないことがわかる。

一一一←→一1孟3年 1 1895年 I1蜘年い制年

τz芯1了！一｜一｜例！ ι
二iプ三ζ亙l醐尋T捌｜刷｜ 山

(a) Trentini’o』，.cit., p. 232. 

(bl Schiff, op. cit., p. 292. 

〈注86) Nicolau d’'Olwer, et al., op. cit., Vol. 2, 
p、1116.
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（注87) A. M. Romero and George F. Zealand, 

“The Textile Industry，” Lloyd J. Hughlett, ed., In-

dustrialization of Latin America (New York and 

London, 19.tfi), p. 422.なわ，手ツブは，「1880年代末

に，プヰンス人（行〔木綿〕工場Eたち旬ま， ff都の取引

先を， ドイツ人かち，パルスロネット人へと切り替え

たJと述ペている。 Schiff,op. cit., p. 284. 1880年代

初頭のパルスロ才ァト商人の主怖による投機的買占め

かれしめ出ぎれた在日売り商が，オリサパ地方以外の地

域で工場買収を行なった可能性はあろう。

〈注88) Nicolau d’Olwer, et al., op. cit., Vol. 2, 

p.1123. 

（注89) lln・d.,Vol. 2, p. 1118 

〈注90) 1910年のメキシコにおけるフランス系の商

業資産は， 2倍、ツヲ γであったが， アヲ γス本間から

メιシ 2 にtj :tろ肉業を含む各係部門に対して行なわ

れた投資の総額lt5凹071アヲンであった。その時期別

内訳は，

1867-79年 10，的0,000フラン

1880～98年 30,000,000 ,, 

1899～1911年 10,000,QQQ II 

]bi・d.,Vol. 2, pp. 1123, 1124. 

Ci主91) lhid., Vol. 1, p. 456. 

（注92) !hid.，も・ol. 1, p. 454. 

（生g:=l) lbi・d.,Vol. 1, p. 461. 

（注94〕 Galarza,oρ. cit., p. 185. 

皿結
A へi

百陶

メキシコtこ才刊、て， 19世紀末から今世紀初頭に

がけての一般的た工業化の機会， とくに本綿製品

の国産化による輸入代替の機会をとらえたのは，

CIDOSA に代表されるパルスロネ、ソト移民向人出

身の新しい企業者のグループ9であった。

オリサペ地方の潜在的立地条件に着目したアラ

マンと，その立地条件を開発するための鉄道建設

に努力したエスカンドン兄弟の両者とも， ココロ

アパン工場の建設と維持に成功するにとどまっ

た。 とくに後者は巨大な資本を所有しながら， 19

世紀末の経済機会の到来を見送ったのである。両

者はヨーロッパ滞世の経験，それによる「社会的

逸脱jの可能性，外国資本導入の能力をもち，当

時の土着的企業者の典型とはいえなかったが，そ

の実際の企業活動においては，依統的な投資様式

（前者の鉱業，後者の高利貸業と不動産〉にあまりに

拘束されており，政商的活動にaネルギ｝の大部

分を費したようである。

CIDOSAに代表されるパルスロネット移民企業

者は， アラマンとエスカンドン兄弟の業績から生

まれた外部経済の利用，株式会社制度の活用，生

産から販売までの産業の垂直統合的独占の完成，

繊維業以外の閣内市場向け消費財工業と生産財工

業（鉄鋼〕への投資などの諸点におU、て，木綿工業

の発展のみならず，全般的な工業化の過程におヤ

て， アラマンやヱスカンドン兄弟とは異なった水

準の企業者精神を示した。

政商的活動｝こ関しては， フランス移民企業者た

ちは， 一般に，消極的であったように思われる。

実際に，フランス系企業のみが政府の保護を受け

たという事実はないようである。しかし，この点

について， 1893年に蔵相に就任したリマントゥ－

Fレ（JoseYves Limantour）がブラシス移民の子であ

ったことから，かれとフランス系企業者の関係を

調ぺる必要が残されてヤる。

次に，序章の第 1蔀で想定した，移民の成功に

ついての一般的な諸要因にならって， CIDOSAの

事例を再検討しよう。

第uこ，パルスロネット移民の場合，元来かれ

らがもっていたと思われる文化的諸襲因のうち，

正直，勤勉，質素などの生活態度は，かれらの初

期の小売商としての成功を助けた。しかし，南フ

ランスの山間の寒村出身のかれらが，商業と工業

とを問わず，近代的企業活動の経験や知識をもっ

ていたとは考えられない。
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第2に，メキシコにおいて，かれらの置かれた

経済的状況が， かれらの商工楽における企業者活

動を助村たこと仕事実であるが，すべてではない。

とくに，19世紀メキシコの植民地的経済構造は，直

接的Jと伝，かれらの成功とほとんど無関係である。

これほ，以下の理由からいえよう。

(1）洋品，識維製品の小売商としてスタートし

之かれらの成功社，独立前後のメキシコの蕗業活

造とほ無関係である。植民地時代から，一般の小

指商の分野でほ，つねに Jキシコ人が多数を占め

てU、たし，パルスロネット人は蓄財のためにメキ

シコにきたのであり，ほとん立資本を境行してこ

なかったと思われるからである。ただ，フランス

人のイメージは，かれらに有利だったかもしれな

U、。

(2) 繊維製品の輸入，卸売業へのかれらの進出

も，また， 当時のメキシコの貿易構造と直！被には

無関係である。権かに 1880年代までのメキシコの

貿易相手地域の分布は，ヨーロッパ諸問60%，ア

メリカ合衆国30%であった（注95）。このため，イギリ

ス人やドイツ人の輸入業者が勢力をふるったが，

ヨーロッパ諸国のなかで， フランスが，とくに大

きなシzアーをしめたこともなく， 1867年から80

年までの期間には， メキシコ，フランス両国間の

国交断絶があったのである。バノレスロネット商人

lま， 19W；紀中葉に，小売商として，かなりの資本

を蓄積できたはずであるが，かれらが， ドイツ人

卸売商ド対する従属から脱却できたのは 1880年ご

うであった。しかも，当時から，ぺソ貨の交換率低

下と国際収支の悪化が始まっており，かれらがみ；

賓との関係を利用して，諭入，卸売業有として，

h克萌することばできなかった。かれらの製造工業

への進出ポ，この状況の打開策であった。

(3) 小売から卸売i二至る商業活動におけるかれ
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らの成功は，本国からの投資の帰結ではなく，む

しろ，後者の原因であった。

(4) 繊維製品商業における経験，知識，資本の

普積が，かれらの木綿工業における成功を約束し

たことは確実であり， とのかぎりでは，オーブリ

ーの見解は妥当する。 しかし，かれらの間業活動

と関連をもたない製鉄などの工業部門については

妥当しなU、。

(5) CIDOSAの創設，発般にとって，フランス

本国からの投資は決定的な要因ではなかった。繊

維を台む製造工業における「フランス資本」の優

越も，移民の企業者活動の反映でありこそすれ，

その原因ではない。

以上の分析から， CIOOSAに代表されるノ〈／レス

ロネ vト移民の成功に，文化的諸要因の影響が大

きかJ ' fこととが，消極的にではあるが結論される。

問題の1i空業？干の白缶， 伝記，社史などが入手で

きなかったため，文化的諸要因に関して，積極的

な証左がきわめて限られていることは確かであ

るc しかし，すでに紹介した諸事実から，少なく

とも，次の判断は可能であろう。

かれらの商業における成功が，呼びょせ，のれ

ん分けに似た独立の方法などの相互扶助によると

ころが多く，工業において多様な企業者活動をす

る際にも， ある特定，少数の同郷人と提携する傾

向が強いことから，かれらが移住という行為によ

って， 「社会的逸脱者」の立場におかれたことが

知られる。

パノレスロネット人のメキシコ移住の形態が，初

期には，出稼ぎ，後期には，呼びょせであること

から，かれらが，経済的地位の向上という意識さ

れた動機をもっていたことは明らかである。この

動機は，かれらの移住吉fJの文化的諸要因や，移住

白体から生まれた「社会的逸脱」と結合して，「よ



り質素な生活で満足する」態度を生んだものと思

われる。トロンは，「金持に見られること」を恐れ

て，実業家というよりは，労働者に近い風変りな

服装を一生続けたといわれている。パルスロネッ

ト移民の初期の生活態度は， 自己および外部から

のイメージを回定させ，いわゆる“moralitytale" 

を生み，それがふたたびかれらの「社会的逸脱」

を維持させ，周囲の社会への同化を妨げたことが

考えられる。こうして，かれらは，土着企業者を

上回る企業者精神を発揮できたのである。

以上の結論は，革命前メキシコの初期的工業化

が，なぜ，移民企業者のイニシアティヴに依存し

なければならなかったか， という設聞に，ある程

度答えるものである。すなわち，革命前メキシコ

においては，伝統的な価値体系，行動様式などの

文化的諸要因が，経済発展を妨げていた，という

ことが示唆されるのである。工業化の初期という

社会変動期に，移民企業者が活躍できたのは，か

れらが，支配的な価値体系，行動様式の禁止ない

し拘束を受けない「社会的逸脱者」でありえたた

めであろう。

この結論と関連して， メキシコ革命が，伝統的

支配階層とかれらによって維持されていた支配的

な価値体系を排除することによって，その後の安

定した高い経済成長を成就した事実が忘れられで

はならない。グレードによれば， メキシコの「革

命は，ボス（cacique）家族の繁栄と権力を縮小し，

農簡の土地を分配したため，国民が独立心と自主

性を高め，隷属性を低める方向に進むような，か

なりの心理的衝撃を生んだ」（注96）のであり，この

結果， 「革命は，所得分配の基準が，所属から業

譲へ，政治と経済の任務分担の基準が，個別的基

準から普遍的基準へと変化するのを促進した。最

後に，革命運動の民族主義的性格は，…・…・，新

しいエリートの社会的役割が， 自己志向から集団

志向へと変化するのを助けた」（注97）。

革命前メキシコの初期的工業化の過程において

移民企業者の役割は大きかったが，その裏面の現

象として土着企業者の活動がきわめて限られてい

たために，製造工業における私的企業者全体の活

動は，限られたものになり，鉱業に代表される第

1次産品の輸出部門や鉄道などのインフラストラ

クチァーにおける外国企業の活動が過度に重要に

なった。革命は，そのような状況に対する反動と

して生じ，国営企業の役割を大きくせざるをえな

かったのである（第16表〉。革命後のメキシコの経

済発展と企業者精神の問題に関しては，厳密には，

本論の課題からはずれるので，今後の研究課題と

したい。

第16表 1963年のメキシコにおける企業の形態別構成

（資本額による比率）

形 態｜上位雌業｜上位却企業｜上位30企業

国営企業｜ 1伺 .o I 88.5 I 82.2 

民族系私企業｜ o.o I 8.7 I 13.9 

外国系私企業｜ o.o I 2.8 I 3.9 

（出所） The Development of Latin American 

Private Enterprise (A Report by Fra珂hBran圃

denburg) (Washington, D. C., 1964), pp. 61～63. 

（注95) Francisco R. Calderon, La Rφ1iblica 

何 staurada:La vida econ6mica (Cosio Villegas, 

ed., Historia rnoderna de Mexico, M臼 ico,D. F. 

and Buenos Aires, 1955), p. 192. 

（注96) William P. Glade, Jr.，“Revolution and 

Economic Development，＇’ Glade and Charles W 目

Anderson, The Political Economy of Mexz・co:

Two Studies (Madison, 1963), p. 43. 

（注97〕 lbi・d.,pp.50～52. 

（調査研究部〉
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